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 研究実績の概要

　本研究は、位相幾何学的グラフ理論における、グラフの彩色と局所変形に関する研究であり、
その2つの研究分野をミックスすることによって四色問題の完全解決の足掛かりを得ようとするも
のである。
　今回は、平面三角形分割における対角変形という局所変形に関して考えた。先行研究では、
「任意の2つの平面三角形分割は、対角変形で互いに移り合うことができる。」ということがわ
かっている。一方で、平面三角形分割には3-彩色可能であるもの存在するが、そういったグラフ
に対角変形を適用すると、変形後のグラフの彩色は、元のグラフに与えられた彩色とは異なり、
さらに3-彩色不可能であることがすぐにわかる。しかし、今回の研究によって、4-彩色された平
面三角形分割に対して、注意深く対角変形を適用すれば、元のグラフの4-彩色を保存するような
彩色が変形後のグラフに与えられることがわかった。また、今回は平面三角形分割の中に多重辺
を含むようなものも含めて考えた(以下、これらを平面多重三角形分割という)が、それらにおい
ても同様のことが考えられることがわかった。
　具体的には、「任意の2つの4-彩色された平面多重三角形分割は、その彩色を保存しながら、対
角変形で互いに移り合うことができる。」という定理を示すことができた。
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